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研究実績 

の概要 

人工知能が複数の人間のマルチモーダルな協調行為を観察することで、各自の役割を

理解し、人工知能が人間に代わって協調行為を実行するための機械学習手法として、昨

年度の独創的研究助成の支援を受け、二者間の身体的なインタラクションを学習する 

MDL Coupled HMMs (Minimum Description Length Coupled Hidden Markov Models)を開

発した。本年度は、これを発展させて、身体性なインタラクションに加えて、言語を使

用したインタラクションを学習することができる、Multimodal Coupled GP-HSMM 

(Gaussian Process – Hidden Semi-Markov Model)を開発した。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

Multimodal Coupled GP-HSMM は、インタラクションをしている二者間の行為を分節化

し，そこからインタラクションのルールを抽出する。分節化とは一連の行為に複数のラベ

ルをつけることである。例えばある行為は「腕をあげる」，別の行為は「腕を下げる」な

どのラベルをつける。人は対象の行為を特に意識しなくても認識しそのルールや動作の流

れを、非分析的に把握することができるが、機械に同じことをさせるためには他者の行為

の時系列データを分節化し、ある行為と別の行為を区別させることが必要である。また本

研究におけるインタラクションとは、自身の行動が他者の行動を変化させることであると

定義する。すなわち、二者間の発話や動作といったマルチモーダル時系列データから、行

動を抽出し、行動間の因果関係を推定することで、機械にもインタラクションの学習が可

能となる。 

提案手法では、マルチモーダルな時系列情報を行動毎に教師データ無しで分節・分類し、

その分節された行動の時間差も推定しつつ、因果関係を確率的に推定する（図１）。 

実際に，マルチモーダルなインタラクションとして旗揚げゲームを想定したデータに対

して、本提案手法を適用した。その結果、図２に示すようにMultimodal Coupled GP-HSMM

により意味のある行動毎に分節することができ、さらに二者間の行動の因果関係の推定を

行うことで，ルールの抽出が可能である。さらに、観測から機械が動作を生成することも

可能である。 

当初の研究の目的であった、複雑な複数多次元時系列として観測データに対して安定し

て高い性能が出せる機械学習手法の開発を実現した。本研究はまだ分節化を行うための原

理証明段階であるが本研究を発展させていくことで相手の意図を適切に判断しながら動

作する機械の実現につなげていきたいと考える。 
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図1 提案法のグラフィカルモデル表現 図2 実験結果 


